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要旨 
キーワード：成人バイリンガル、越境、言語意識、情意、アイデンティティ 
 
 本研究は、移動する成人バイリンガルのカテゴリーの変化を糸口に、バイリンガルの言語の選択と使

用から言語意識とアイデンティティの関係を論じるものである。カテゴリーとは、調査協力者の可変的

な属性のことであり、言語意識とは、ある言語とその話者をどのようにとらえるかという個人の認識の

ことである。研究の目的は、1）越境は日英バイリンガルのカテゴリーの変化にどのような影響を与える

のか、2）カテゴリーと言語の変化により、日英バイリンガルはどのような言語意識を持つのか、3）越

境経験によって培われた日英バイリンガルの言語意識は、アイデンティティにどのように関係している

のか、という3点を明らかにすることである。本論では、バイリンガルの言語能力ではなく言語にまつ

わる意識、さらに言語を通した社会とのかかわりに注目し、分析と考察を行う。 
 本論は全7章からなる。第1章では研究の背景や先行研究を紹介し、用語の定義を行う。第2章では

調査概要と分析方法を提示する。第3章から第5章では調査協力者3名の事例を記述し、分析・考察す

る。第6章で3つの事例に基づく総合的考察を行い、第7章で本研究の結論と今後の課題を述べる。 
 調査は、3名の日本語と英語のバイリンガルに依頼した。非構造化インタビューと半構造化インタビュ

ー（村岡2002）を行い、言語にまつわるエピソードを語ってもらった。そこで得られたデータを文字化

し、分析の対象とした。また、日本語能力に対する認識は言語意識に反映されている可能性が高いと考

えられたため、インタビュー終了後に自己評価を依頼した。分析の理論的枠組みには、言語使用者がイ

ンターアクションの際に発生する話者間の力関係にアイデンティティを利用し対応しているとする

Norton（2000）を援用する。これに拠れば、言語使用を通して表出されるアイデンティティやそこに反

映されていると考えられる言語意識を把握することも可能である。本研究では、言語使用には言語意識

が反映されており、言語意識とバイリンガルのアイデンティティには密接な関係があると仮定し、この

理論による分析を試みる。分析方法には、インタビューデータに繰り返し現れる事象に着目し、それを

分析の対象とする箕浦（1999）の手法を用い、バイリンガルの①越境経験、②言語、③アイデンティテ

ィについて記述と分析、考察を行う。 
 データの考察からは、研究目的に対するいくつかの結論が得られた。1）越境は調査協力者の使用言語

に変化をもたらす。また、越境に伴い、調査協力者は第三者から多様なカテゴリーを付与される。カテ

ゴリーの付与は力関係を発生させるが、同時に、調査協力者のカテゴリーに対する意識化を促すきっか

けともなる。2）調査協力者はカテゴリーの意識化を通して自身の持つ言語を意識化する。言語意識は、

言語が意識化されることで形成されるが、それには言語能力だけでなく調査協力者の言語にまつわる私

的経験が色濃く反映されており、ゆえに言語意識は実用的側面と情意的側面から構成されていると考え

られる。また、多言語・多文化との豊富な接触により、言語意識には多様性や差異に対する寛容さや柔

軟さが加味される可能性がある。3）多言語接触によって培われた寛容な言語意識は、調査協力者の言語

使用に反映され、調査協力者は言語を自身のアイデンティティの根拠の1つととらえている。すなわち、

言語意識はアイデンティティ形成に大きな影響を与えるものであり、調査協力者のアイデンティティは、

複数の言語や文化を自由に行き来できる複合的で可変的なものであると考えられる。そのほかにも、イ

ンタビューデータの記述と分析からは、二言語接触によってうまれたバイリンガル特有の新しい言語の

存在や、それらを含む複数の言語でなされるバイリンガルの言語の社会化の様子が明らかになった。 

 本論では、流動的な現代社会をユニークな言語使用とアイデンティティによってしなやかに生きるバ

イリンガルの姿が記述されたが、それはあくまでも3名の事例研究にすぎない。今後、より多くのバイ



リンガルについて調査を行う必要がある。また、分析からは、言語環境や人的ネットワークがバイリン

ガルの言語意識を大きく左右する可能性が明らかになったため、自らの意思で越境を選択する年齢にな

った3名の調査協力者の追跡調査を行うこと、そして本研究では十分な検証がなされなかった言語意識

とアイデンティティの相互作用について明らかにすることも今後の重要な課題である。同時に、個人と

言語の関係を能力だけでなく使用の観点から、より社会的にとらえる複言語主義の理論に基づく研究も

なされる必要があると考えられる。多言語話者の言語意識やアイデンティティについて追究することは、

言語を通した個人の社会とのかかわりをより多角的に理解するために有用であると思われるが、それら

について、より理論的で汎用性の高い分析枠組みの提案が期待される。 
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